
様式2

都市再生整備計画　事後評価シート

千葉駅西口周辺地区

平成２７年 ６月

千葉県千葉市



様式２－１　評価結果のまとめ

都道府県名 面積 28.3ha

交付期間 0.4

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

当　初

変　更

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

あり

なし

あり

なし

あり

なし

あり

なし

あり

なし

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

 ４）定性的な効果
　　発現状況

140

 １）事業の実施状況

削除/追加の理由

当初計画に
位置づけ、

実施した事業

事業名

当初計画
から

削除した
事業

道路事業（３路線）、高質空間形成施設（緑化施設、歩行者支援施設）、高次都市施設（人工地盤等）

交付期間の変更による事業、
指標、数値目標への影響

実施内容 実施状況

 ２）都市再生整備計画
　　に記載した目標を
　　定量化する指標
　　の達成状況

従前値 目標値

西口地区利用者数 人／日 H26

目標
達成度

○

数　　値 効果発現要因
（総合所見）

－

フォローアップ
予定時期

1年以内の
達成見込み

－

14,71612,200 H22

H23 180 H26

ウェストリオの床利用もほぼ１００％に達し、
駅前広場には路線バス、高速バスが乗入れ
た事で目標達成に寄与した。

ペデストリアンデッキや再開発ビル及び駅前
歩道が完成し歩行者の移動環境が向上した
事で移動時間が短縮した。

○

14,400

指標３

高齢者等の千葉駅西口へ
のアクセス時間

秒

指標1

260

指標５

その他の
数値指標1

その他の
数値指標２

従前値

指　標

指標２

指標４

 ３）その他の数値指標
　　（当初設定した数値
　　目標以外の指標）に
　　よる効果発現状況

指　標

 ５）実施過程の評価

その他の
数値指標３

交付期間
の変更

地域創造支援事業（下水道整備）

新たに追加し
た事業

なし

なし

削除/追加による目標、指標、数値目標への影響

市街地再開発事業計画の見直しにより下水道整備ルートが未確定と
なったため

影響なし

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

住民参加
プロセス

持続的なまちづくり
体制の構築

なし

モニタリング なし

都市再生整備計画に記載し、実施できた

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

なし

都市再生整備計画に記載し、実施できた

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

都市再生整備計画に記載し、実施できた

今後の対応方針等

フォローアップ
予定時期

目標
達成度

1年以内の
達成見込み

効果発現要因
（総合所見）

数　　値目標値

平成２４年度～平成２６年度

なし

６０８百万円

千葉駅西口周辺地区

交付対象事業費 国費率

地区名

事業名

なし

地域創造支援事業（下水道整備）

平成24年度～平成26年度 平成２７年４月事後評価実施時期

千葉県 市町村名 千葉市



様式２－２　地区の概要

単位：人／日 12,200 H22 14,400 H26 14,716 H26

単位：秒 260 H23 180 H26 140 H26

単位： H H H

単位： H H H

単位： H H H

千葉駅西口周辺地区（千葉県千葉市）　都市再生整備計画事業の成果概要

従前値まちづくりの目標 目標を定量化する指標

高齢者等の千葉駅西口へのアクセス時
間

西口地区利用者数

大目標：千葉駅西口及び臨海部の「玄関口」として風格ある基盤と空間を形成するとともに、都心業務機能の集積、高度
化を図る街づくり
目標１：千葉駅西口における商業・業務機能の集積を図り、高次都市機能の整備・充実を図る。
目標２：来街者及び周辺住民の交通利便性の向上を図る。
目標３：駅周辺におけるにぎわい性と回遊性の向上を図る。

今後のまちづくり
の方策

（改善策を含む）

・千葉駅西口駅前の利用者に対する交通の利便性を向上を図る施設整備は完了したので、千葉駅ビルの建替えに併せて駅により分断されている駅周囲の地域の回遊性を向上させる施設整備を行う。
・西口改札口に直結した再開発ビル建設は完成し床利用も概ね１００％となり、駅前には路線バスや高速バスも乗り入れ駅前利用者も徐々に増えてきたが、新たなソフト計画等を考え西口駅前に人が集まり、賑わいが一層向上する取組
を進める。
・残された再開発事業区域の早期着手に向けて関係者と協議調整を進めると共に隣接地域の生活基盤強化が図られる施設整備に取り組む。

まちの課題の変化

・千葉駅西口駅前広場、ペデストリアンデッキをはじめ交通の結節点として必要な施設整備は完成した。
・視覚障害者の円滑な移動を介助するため歩道には誘導ﾌﾞﾛｯｸの設置、交差点内にはエスコートゾーン及び音声誘導施設の設置も行った。
・再開発ビル（ウェストリオ）は平成２５年１０月にオープンし、床利用も概ね１００％となった。
・再開発ビルに入店しているテナントの自主的な集まり組織も結成され、自ら西口駅前の賑わいに繋がるイベントを開催している。
・歩行者のたまり空間や回遊性を高める修景広場やペデストリアンデッキ（Ａ工区）及び駅前広場は計画どおり完成した。
・修景広場及びウェストリオ３前の歩道を都市再生特別措置法第４６条第１０項により、道路空間を活用して「まちの賑わい・交流創出」に資するため特例道路占用許可区域として指定した。

目標値 評価値



（１）成果の評価
　　添付様式１－①　都市再生整備計画に記載した目標の変更の有無

　　添付様式１－②　都市再生整備計画に記載した事業の実施状況（完成状況）

　　添付様式２－①　都市再生整備計画に記載した数値目標の達成状況

　　添付様式２－②　その他の数値指標（当初設定した数値目標以外の指標）により計測される効果発現の計測

　　添付様式２－参考記述　定量的に表現できない定性的な効果発現状況

（２）実施過程の評価
　　添付様式３－①　モニタリングの実施状況

　　添付様式３－②　住民参加プロセスの実施状況

　　添付様式３－③　持続的なまちづくり体制の構築状況

（３）効果発現要因の整理
　　添付様式４－①　効果発現要因の整理にかかる検討体制

　　添付様式４－②　数値目標を達成した指標にかかる効果発現要因の整理

　　添付様式４－③　数値目標を達成できなかった指標にかかる効果発現要因の整理

（４）今後のまちづくり方策の作成
　　添付様式５－①　今後のまちづくり方策にかかる検討体制

　　添付様式５－②　まちの課題の変化

　　添付様式５－③　今後のまちづくり方策

　　添付様式５－参考記述　今後のまちづくり方策に関するその他の意見

　　添付様式５－④　目標を定量化する指標にかかるフォローアップ計画

　　添付様式６　当該地区のまちづくり経験の次期計画や他地区への活かし方

　　添付様式６－参考記述　今後、都市再生整備計画事業の活用予定、又は事後評価を予定している地区の名称（当該地区の次期計画も含む）

（５）事後評価原案の公表
　　添付様式７　　事後評価原案の公表

（６）評価委員会の審議
　　添付様式８　　評価委員会の審議

（７）有識者からの意見聴取
　　添付様式９　　有識者からの意見聴取

都市再生整備計画　事後評価シート
（添付書類）



添付様式１－①　都市再生整備計画に記載した目標の変更の有無

あり なし

●

●

●

●

変更理由変更後

（１） 成果の評価

変更

Ａ．まちづくりの目標

Ｄ．その他（　　　　　　　　　　　　　）

変更前

Ｂ．目標を定量化する指標

Ｃ．目標値



添付様式１－②　都市再生整備計画に記載した事業の実施状況（事業の追加・削除を含む）

事業費 事業費 完成 完成見込み

道路 26 56
道路情報提供装置の追加、電線共
同溝整備等の事業費の見直し

●

道路 3 3 なし ●

道路 7 0
市街地再開発事業計画の見直しに
より先送り

－ －

高質空間形成
施設

46 13 整備内容の見直しにより減額 ●

高質空間形成
施設

27 43 整備内容の見直しにより増額 ●

高質空間形成
施設

36 41 整備内容の見直しにより増額 ●

高次都市施設 427 443 整備内容の見直しにより増額 ●

L=70m

当初計画

千葉港黒砂台線

市道新千葉２４号線

当初計画からの
変更の概要 ※1

（事業の削除・追加を含む）

事後評価時の完成状況
都市再生整備計画に記載した

まちづくり目標、目標を定量化する指標、数値目標等への影響

千葉駅西口駅前広場

千葉駅西口駅前広場

L=23m

事業箇所名

千葉駅西口駅前広場

市道新千葉３１号線

緑化施設等
（A=1,200㎡）

事業内容

千葉港黒砂台線

L=260m

歩行者支援施設
（シェルターL=90m）

緑化施設等
（L=260m）

人工地盤等
（A=840㎡）

L=260m

L=23m

L=0m

緑化施設等
（L=260m）

緑化施設等
（A=1,200㎡）

歩行者支援施設
（シェルターL=90m）

人工地盤等
（A=840㎡）

最終変更計画

基幹事業

事業
事業内容

※１：事業費の大幅変更、新規追加がある場合は理由を明記のこと

影響なし

－

影響なし

影響なし

影響なし

影響なし

影響なし



添付様式１－②　都市再生整備計画に記載した事業の実施状況（事業の追加・削除を含む）

事業費 事業費 完成 完成見込み

地区再開発事
業

バリアフリー環
境整備事業

優良建築物等
整備事業

住宅市街地
総合整備
事業

街なみ環境整
備事業

住宅地区改良
事業等

都心共同住宅
供給事業

公営住宅等整
備

都市再生住宅
等整備

防災街区整備
事業

最終変更計画 当初計画からの
変更の概要 ※1

（事業の削除・追加を含む）

当初計画
都市再生整備計画に記載した

まちづくり目標、目標を定量化する指標、数値目標等への影響事業内容事業内容

基幹事業

事業

※１：事業費の大幅変更、新規追加がある場合は理由を明記のこと

事業箇所名

事後評価時の完成状況



事業費 事業費 完成 完成見込み

10 0
市街地再開発事業計画の変更によ
り先送り

－ －

当初計画
最終変更

計画
当初計画

75,324 74,629 平成２年度～平成２５年度
事業区域を千葉港黒砂台線
を境に２分割し、駅前エリアは
平成２５年度に完了

最終変更計画

事業活用調査

地域創造
支援事業

下水道整備

事業期間

※１：事業費の大幅変更、新規追加がある場合は理由を明記のこと

当初計画

事業内容

L=101m

まちづくり
活動推進事業

（参考）関連事業

千葉駅西口地区第二種市街地再開発事業

事業
細項目

提案事業

細項目
事業

事業箇所名

千葉駅西口地区

事業費
備考進捗状況及び所見

平成２年度～平成２９年度

最終変更計画

都市再生整備計画に記載した
まちづくり目標、目標を定量化する指標、数値目標等への影響

事後評価時の完成状況

影響なし

当初計画からの
変更の概要 ※1

（事業の削除・追加を含む）事業内容



添付様式２－①　都市再生整備計画に記載した数値目標の達成状況

（ア） （イ） （ウ）

単位
基準
年度

基準
年度

目標
年度

あり なし

- -

確定 ●

見込み

確定 ●

見込み

確定
見込み

指　標

指標１

指標２

指標３

H26

指標３

－ 260 H23 180－指標２
高齢者等の千葉駅西口へ
のアクセス時間

秒

ウェストリオ３脇の交差点よりペ
デストリアンデッキを経由し、千
葉駅西口改札口までの移動時
間を測定する。
また、ペデストリアンデッキを経
由せず、ウェストリオ２のエレ
ベータを利用する移動時間も測
定し、双方の平均移動時間を算
出し評価値とする。

西口改札口の乗降者数を基に
西口自由通路の方向別歩行者
割合から算出した西口駅前方面
の歩行者数とウェストリオへの来
客者や従業員数を聞き取り調査
により集計し、両方を合算し評価
値とする。

モニタリング

－ 12,200 H22 14,400 H26

14,716

－

指　標

ペデストリアンデッキ整備や再開発ビル建設が予定どおり完成したことで、西口改札口まで快適かつ安全な移
動経路が確保されたことで所要時間の短縮が図られた。

指標１ 人／日西口地区利用者数

目標達成度○△×の理由
（達成見込み「あり」とした場合、その理由も含む）

ウェストリオの床利用が予想より大幅に利用されており、駅前には路線バスや高速バスが乗り入れたことで目
標値の来客者数を達成した。

その他特記事項
（指標計測上の問題点、課題等）

モニタリング モニタリング

○事後評価 事後評価

数値（エ）

モニタリング -

○

140

事後評価

モニタリング

事後評価 事後評価

データの計測手法と
評価値の求め方

（時期、場所、実施主体、
対象、具体手法等）

（参考）※１

計画以前の値 従前値 目標値
1年以内の

達成見込みの
有無目標達成度※２

事後評価

モニタリング

※１ 計画以前の値 とは、都市再生整備計画の作成より以前（概ね10年程度前）の値のことをいう。 
※２ 目標達成度の記入方法 
 ○ ：評価値が目標値を上回った場合 
 △ ：評価値が目標値には達していないものの、近年の傾向よりは改善していると認められる場合 
 × ：評価値が目標値に達しておらず、かつ近年の傾向よりも改善がみられない場合 



添付様式２－②　その他の数値指標（当初設定した数値目標以外の指標）による効果発現の計測

（ア） （イ）

単位
基準
年度

基準
年度

モニタリング

確定
見込み

モニタリング

確定
見込み

モニタリング

確定
見込み

※１　計画以前の値　とは、都市再生整備計画の作成より以前（概ね10年程度前）の値のことをいう。

添付様式２－参考記述　定量的に表現できない定性的な効果発現状況
ペデストリアンデッキと再開発ビルが一体的に接続されたことで屋根形状が構築され、かつ、シェルターにより再開発ビル前の駅前歩道は雨天時でも傘をささずに歩行できる快適な環境が整った。
また、修景広場は、多種多様な利用を可能とする施設整備を行ったことと、立地の良さによる相乗効果が得られるようでイベント開催が可能であるかの問い合わせもある。
再開発ビルに入店しているテナントの集まり組織も結成し、自らペデストリアンデッキを利用したイルミネーションも企画し実施した。

その他の
数値指標１

その他の
数値指標２

その他の
数値指標３

事後評価

事後評価

指　標

（参考）※１

計画以前の値 従前値データの計測手法と
評価値の求め方

（時期、場所、実施主体、
対象、具体手法等）

数値（ウ）

事後評価

本指標を取り上げる理由
その他特記事項

（指標計測上の問題点、課題
等）



（２） 実施過程の評価

・本様式は、都市再生整備計画への記載の有無に関わらず、実施した事実がある場合には必ず記載すること。

添付様式３－①　モニタリングの実施状況

都市再生整備計画に記載した内容
又は、実際に実施した内容

今後の対応方針等

予定どおり実施した

予定はなかったが実施した

予定したが実施できなかった
(理由　　　　　　　　　　　　）

予定どおり実施した

予定はなかったが実施した

予定したが実施できなかった
(理由　　　　　　　　　　　　）

添付様式３－②　住民参加プロセスの実施状況

都市再生整備計画に記載した内容
又は、実際に実施した内容

今後の対応方針等

予定どおり実施した

予定はなかったが実施した

予定したが実施できなかった
(理由　　　　　　　　　　　　）

予定どおり実施した

予定はなかったが実施した

予定したが実施できなかった
(理由　　　　　　　　　　　　）

添付様式３－③　持続的なまちづくり体制の構築状況

ⅰ．体制構築に向けた取組内容 ⅱ．まちづくり組織名：組織の概要

予定どおり実施した

予定はなかったが実施した

予定したが実施できなかった
(理由　　　　　　　　　　　　）

予定どおり実施した

予定はなかったが実施した

予定したが実施できなかった
(理由　　　　　　　　　　　　）

実施状況

実施頻度・実施時期・実施結果

実施頻度・実施時期・実施結果

実施頻度・実施時期・実施結果実施状況

都市再生整備計画に記載した内容
又は、実際に実施した内容

構築状況 今後の対応方針等

なし

なし

なし



（３） 効果発現要因の整理

添付様式４－①　効果発現要因の整理にかかる検討体制

添付様式４－②　数値目標を達成した指標にかかる効果発現要因の整理

種別
指標改善

への
貢献度

指標改善
への

貢献度

指標改善
への

貢献度

指標改善
への

貢献度

○ －
△ －
○ －
○ ○
○ ○
○ ◎

◎ ◎

再開発ビルへの来客者が増え
る取り組みを考える一方、現状
維持も図られる取り組みにも努
める。

再開発ビルが予定どお
り完成し、床利用も概
ね１００％に達した事に
より、西口駅前への来
訪目的が発現した。
臨海部へ繋がる千葉港
黒砂台線も京成電鉄と
の交差部が立体交差
化され移動時間も短縮
した事や歩行者の移動
環境も向上した。
ペデストリアンデッキや
シェルター整備により、
西口駅前に乗り入れる
路線バスや高速バスの
利用者が快適に改札口
に移動することが可能
となった。
以上の効果により目標
値が達成した。千葉駅西口地区第二種市街地再開発事業

道路（千葉港黒砂台線）

今後の活用

※指標改善への貢献度
　◎ ：事業が効果を発揮し、指標の改善に直接的に貢献した。
  ○ ：事業が効果を発揮し、指標の改善に間接的に貢献した。
  △ ：事業が効果を発揮することを期待したが、指標の改善に
　　　　貢献しなかった。
   －：事業と指標の間には、もともと関係がないことが明確
        なので、評価できない。

総合所見総合所見

指標２

良好な移動環境を永続的に維
持保全に努める。

総合所見

ペデストリアンデッキ整
備や再開発ビル建設及
び駅前歩道が予定とお
り完成した事により、歩
行者の移動環境が向
上し目標値が達成し
た。

関連事業

基幹事業

提案事業

高次都市施設（人工地盤等・千葉駅西口駅前広場）

高質空間形成施設（緑化施設等・千葉港黒砂台線）

実施時期 担当部署

西口地区利用者数

総合所見

まちづくり推進課（千葉駅西口周辺地区代表課）平成27年4月23日

高齢者等の千葉駅西口へのア
クセス時間

指標１

関係各課事業担当者
（市街地整備課、まちづくり推進課、千葉都心整備
室）

庁内検討会
（千葉駅西口周辺地区事後評価検討チーム）

道路（市道新千葉２４号線）

名称等 検討メンバー

指標の種別

指　標　名

事業名・箇所名

高質空間形成施設（緑化施設等・千葉駅西口駅前広場）
高質空間形成施設（歩行者支援施設・千葉駅西口駅前広場）



（４） 今後のまちづくり方策の作成

添付様式５－①　今後のまちづくり方策にかかる検討体制

添付様式５－②　まちの課題の変化

担当部署

まちづくり推進課（千葉駅西口周辺地区代表課）

名称等 実施時期

平成27年4月23日

検討メンバー

関係各課事業担当者
（市街地整備課、まちづくり推進課、千葉都心
整備室、）

達成されたこと（課題の改善状況）

再開発事業において、官民が
一体となって都心地区再生に
寄与する商業・業務機能の集
積・強化を行い、賑わいの創
出へつなげる必要がある。

都市基盤の基礎的な整備水
準・機能に付加して、緑化、た
まり空間、街の回遊性を高め
るしかけが必要とされている。

千葉駅西口周辺地区事後評価検討チーム

再開発ビル（ウェストリオ）は平成２５年１０月にオープン
し、床利用も概ね１００％となった。
再開発ビルに入店しているテナントの自主的な集まり組
織も結成され、自ら西口駅前の賑わいに繋がるイベント
を開催している。

歩行者のたまり空間や回遊性を高める修景広場やペデ
ストリアンデッキ（Ａ工区）及び駅前広場は計画とおり完
成した。
また、修景広場及びウェストリオ３前の歩道を都市再生
特別措置法第４６条第１０項により、道路空間を活用し
て「まちの賑わい・交流創出」に資するため特例道路占
用許可区域として指定した。

事業前の課題
都市再生整備計画に記載

したまちの課題

千葉駅の西の玄関口に相応
しい駅前の空間形成や機能
的な都市基盤の整備は中途
段階にあり、計画している施
設を完成させ、必要水準まで
充足させる必要がある。
また、建て替えられる駅を見
据えた機能連携が求められて
いる。

千葉駅西口駅前広場、ペデストリアンデッキをはじめ交
通の結節点として必要な施設整備は完成した。
また、視覚障害者の円滑な移動を介助するため歩道に
は誘導ﾌﾞﾛｯｸの設置、交差点内にはエスコートゾーン及
び音声誘導施設の設置も行った。

これを受けて、改善策にかかる今後のまちづくり方策を
添付様式5-③B欄に記入します。

これを受けて、成果の持続にかかる今後のまちづくり方
策を添付様式5-③A欄に記入します。

残された未解決の課題

ウェストリオの低層階に賑わいの創出に大きく貢献する商業テ
ナントが予想より入店数が少ない状況となった。
そのため、ウェストリオへ来客者を呼込む魅力が薄れた状況で
ある。
また、残された区域の市街地再開発事業を早期着手し、西口
駅前の賑わい創出の一躍を担う役目が求められる。

千葉港黒砂台線を横断するペデストリアンデッキが市街地再
開発事業計画の変更により未着手となっている。
多目的に使用出来るウェストリオ前の歩道空間整備は完成し、
駅前広場は特例道路占用許可区域にも指定したが、東口に比
べ西口の来客者数が少ないため費用対効果が得られずらいよ
うで第三者によるイベント等の開催は行われていない。

千葉駅ビルの建替えに伴い、ペデストリアンデッキと駅ビルを
繋ぐ歩道橋をＪＲが駅ビル建替え工程に合わせて整備する事
になり、駅前広場整備のやり直しを避けるためウェストリオ１前
の駅前広場の一部は未完成となっている。そのため、ＪＲに早
期整備を図るよう促す必要がある。

事業によって発生した
新たな課題

まちづくりに寄与する施設等を継続的に良好な状態を持続
するための維持管理が必要となった。
また、都市再生特別措置法による特例道路占用許可区域を
効率的な広報方法により多方面に周知すると共に、より有効
的に特例区域が活用しやすい環境の構築が必要となった。



添付様式５－③　今後のまちづくり方策

■様式５－③の記入にあたっては、下記の事項を再確認して、これらの検討結果を踏まえて記載して下さい。（チェック欄）
● 交付金を活用するきっかけとなったまちづくりの課題（都市再生整備計画）を再確認した。
● 事業の実施過程の評価（添付様式３）を再確認した。
● 数値目標を達成した指標にかかる効果の持続・活用（添付様式４－②）を再確認した。
－ 数値目標を達成できなかった指標にかかる改善の方針（添付様式４－③）を再確認した。
● 残された課題や新たな課題（添付様式５－②）を再確認した。

添付様式５－参考記述　今後のまちづくり方策に関するその他の意見

フォローアップ又は次期計画等
において実施する改善策

を記入します。

千葉駅西口周辺地区のまちづくりには、残っている区域の市街地再開発事業を施工する特定建築者の早期決定が必要であり、かつ、ＪＲ千葉駅ビルの建替えによる千葉駅の３つの駅前広場の回遊性が向上する
ことで、駅ビルとそごう等を拠点とする千葉駅周囲での新たなまちづくりが動き出すことに期待したい。

・未達成の目標を達成するた
めの改善策
・未解決の課題を解消するた
めの改善策
・新たに発生した課題に対す
る改善策

ＪＲ千葉駅ビル建替えとの連携

ウェストリオ低層階の賑わい創設

ペデストリアンデッキ完成による回遊性の向
上と継続的な特例道路占用許可区域の指
定

・ウェストリオ  テナントサイトの開設
・ウェストリオ  テナント会の定期的開催
・ウェストリオ　オーナー会の定期的開催
・継続的なイベント開催

入居テナントとオーナーで来客者増への取組み方策を考え実施して頂
き、新たな西口の魅力を作り上げ賑わいを創設する。
テナントの業種変更時には、入居テナントが共に相乗効果が発現される
方法をオーナーを含め考え実行していく。

・市街地再開発事業
・ペデストリアンデッキ整備事業
・都市再生整備計画（千葉都心地区）の変更

残された再開発ビルの早期完成と既成再開発ビルと繋がるデッキの建設
を共に進めることと特例道路占用許可区域の継続的な指定も行う。

なるべく具体的に記入して下さい。

ＪＲにて整備する駅ビルとウェストリオを結ぶ利用者の主動線となる歩道
橋の早期着工に向け協議調整を進めるようにＪＲに要請し、未完成の駅
前広場の早期完成を実現する。

効果を持続させるための基本的な考え方

利用者の立場に立った施設の日常管理及び改築や再整備計画の立案に
努める。

効果の持続を図る事項

良好な公共施設の保持

ウェストリオの床利用基準に過度な規定等は定めず、テナントが画期的
な営業を持続的に構築していける環境を整える。

特例道路占用許可区域の継続

B欄
改　善　策

改善する事項

平成２７年度以降も、多目的な活用が可能な駅前や修景広場を「にぎわ
い・交流創設」に結ぶ取り組みを可能とする法規制を継続する。

改善策の基本的な考え方

A欄
効果を持続させるため

に行う方策

想定される事業

・歩道橋整備（JR施工）
・駅前広場整備（JR施工）

都市再生整備計画（千葉都心地区）に西口地区の特例道路
占用許可区域を追加変更する。

ビルオーナ会とテナント会の合同による経済情報交換会や
経営セミナー等を定期的に開催する。

施設維持管理マニュアルを作成する。
改築計画や再整備計画を検討するための意見募集を行う。

想定される事業

ウェストリオの床利用の充足



添付様式５－④　目標を定量化する指標にかかるフォローアップ計画

単位 年度 予定時期 計測方法 その他特記事項

確定 ● あり

見込み なし

確定 ● あり

見込み なし

確定 あり

見込み なし

確定 あり

見込み なし

確定 あり

見込み なし

確定

見込み

確定

見込み

確定

見込み

14,400

180 H26

12,200 H22

260 H23

H26

指　標

指標１
西口地区利用者
数

人／日

指標５ H

指標４

指標２ 秒

目標値
1年以内の

達成見込みの
有無

評価値
目標

達成度年度

その他の
数値指標２

H

・フォローアップの要否に関わらず、添付様式２－①、２－②に記載した全ての指標について記入して下さい。
・従前値、目標値、評価値、達成度、１年以内の達成見込みは添付様式２－①、２－②から転記して下さい。

従前値
フォローアップ計画

・評価値が「見込み」の全ての指標、目標達成度が△又は×の指標、１年以内
の達成見込み「あり」の指標について、確定値を求めるためのフォローアップ
計画を記入して下さい。

14,716

140

○

○

H

H

H

高齢者等の千葉
駅西口へのアク
セス時間

H H

H
その他の

数値指標１

その他の
数値指標３

H

指標３



（５） 事後評価原案の公表

添付様式7　事後評価原案の公表

公表方法 具体的方法 公表期間・公表日 意見受付期間 意見の受付方法 担当部署

インターネット 市のホームページに掲載
平成27年4月27日
～平成27年5月11日

平成27年4月27日
～平成27年5月11日

広報掲載・回覧・個別配布 － － －

説明会・ワークショップ － － －

その他 担当課の窓口で閲覧

住民の意見

なし

市街地整備課
（都市再生整備計画事
業担当課）

担当課への持参、郵
便、ＦＡＸ、電子メール


